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 子 ウ シ は離 乳 を 機に 吸 収 栄養 素 を 乳成 分 か ら揮 発 性 脂肪 酸 ( V FA )に 変え る。
この 離 乳 に伴 う 吸 収栄 養 素 の変 化 は 、代 謝 ホ ルモ ン 分 泌 を 変 化 させ 、 離 乳後 は
成長 ホ ル モン に よ る異 化 が 減弱 し 、 イン ス リ ンに よ る 同化 が 亢 進す る 。 育成 期
にお け る 濃厚 飼 料 の過 剰 給 与は 過 度 な脂 肪 蓄 積 を 招 き 、そ の 後 の生 産 性 を低 下
させ る 。 よっ て 、 離乳 期 か ら育 成 期 の栄 養 管 理を 改 善 し、 代 謝 ホル モ ン を制 御
する こ と は 、 生 産 性を 改 善 させ る 可 能性 が あ る。 脂 肪 酸は エ ネ ルギ ー 源 とし て
家畜 生 産 に活 用 さ れ 、代 謝ホ ル モ ン分 泌 に も 影 響を 与 え る こ と が 知ら れ て いる 。
そこ で 、 本研 究 で は離 乳 期 およ び 育 成期 子 ウ シへ の 脂 肪酸 カ ル シウ ム 給 与が 発
育お よ び 栄養 代 謝 に及 ぼ す 影響 に つ いて 検 討 した 。  
第 1 章 で は、 哺 乳 期お よ び 育成 期 子 ウシ の 栄 養生 理 と 、本 研 究 で 脂 肪 酸 カル
シウ ム に 着目 し た 背景 に つ いて 整 理 した 。  
第 2 章 で は、 交 雑 種の 離 乳 期お よ び 育成 期 に おけ る 中 鎖脂 肪 酸 カル シ ウ ム
( M C FA - C a )給 与 が 発 育お よ び 栄養 代 謝 に及 ぼ す 影響 に つ いて 検 討 した 。 供 試牛
は生 後 1 2 1 日 齢 で 離乳 し た 。試 験 期 間は 離 乳 1 0 日 前か ら 8 4 日後 ま で とし 、配
合飼 料 を 上限 7 . 5 k g まで 給 与 した 。 M C FA - C a 区 に は M C FA - C a を 1 日 1 頭 2 7 g
給与 し た。そ の 結果 、M C FA - C a 給 与に よる 飼 料 摂取 量 や 血漿 代 謝 産物 濃 度 への
影響 は 確 認さ れ な かっ た 。 発育 は M C FA - C a 給 与 によ り 低 下す る 傾 向が 見 ら れ
たが 、 日 本飼 養 標 準の 基 準 値を 上 回 る良 好 な 発育 が 維 持さ れ た 。血 漿 代 謝ホ ル
モン 濃 度 につ い て は 、M C FA - C a 給与 によ り イ ンス リ ン 様成 長 因子 1 ( I G F - 1 )が高
く維 持 さ れ、 離 乳 後の イ ン スリ ン の 上昇 が 抑 制さ れ た 。以 上 よ り、 交 雑 種の 離
乳期 お よ び育 成 期 にお け る M C FA - C a 給与 は 、 イン ス リ ン分 泌 を 抑制 す る こと
によ り 、 異化 を 亢 進す る 可 能性 が 示 され た 。  
第 3 章 で は、 乳 用 種の 離 乳 期お よ び 育成 期 に おけ る M C FA - C a 給 与 が発 育 お
よび 栄 養 代謝 に 及 ぼす 影 響 につ い て 検討 し た。供 試 牛は 生後 7 週 齢で 離 乳 した 。
試験 期 間 は 生 後 4 日 目か ら 1 3 週 齢 ま で とし 、人工 乳 を 上限 2 . 5 k g まで 給 与 し た 。
M C FA - C a 区に は M C FA - C a を 1 %含む 人工 乳 を 給与 し た 。本章 で は 、血液 サ ン プ
ルを 以 下 3 つ の 目 的で 採 取 した 。 ① 毎週 給 餌 前に 採 取 し、 各 週 齢で の 代 謝産 物
およ び 代 謝ホ ル モ ン濃 度 の 変化 を 確 認す る 、 ②生 後 4、 8 お よび 1 3 週 齢 で 給餌
6 0 分 前 から 給 餌 1 2 0 分 後ま で 1 5 分 間 隔で 採 取 し、 離 乳 前、 離 乳 時お よ び 離乳
後に お け る 給 餌 前 後の 代 謝 産物 お よ び代 謝 ホ ルモ ン 濃 度 の 変 化 を確 認 す る、 ③
生後 4、 8 お よび 1 3 週 齢で グ ル コー ス クラ ン プ 法 に よ り イン ス リ ン感 受 性 を 評
価す る 。そ の 結 果、M C FA - C a 給与 に よ る飼 料 摂 取量 へ の 影響 は 認 めら れ な かっ
た 。一 方 で 、M C FA - C a 給 与に よ り 離乳 後の 発 育 が向 上 し た 。毎 週 給 餌前 の 血 液
サン プ ル で は 、M C FA - C a 給 与 に より 離 乳後 の 総 コレ ス テ ロー ル 濃 度が 高 く 推移
した 。生 後 4、8 お よ び 1 3 週齢 に お ける 給餌 前 後 の 血 液 サ ンプ ル で は 、M C FA - C a
給与 に よ り 離 乳 後 ( 1 3 週 齢 )の 給 餌後 の 総ケ ト ン 体 濃 度 が 高く 推 移 し た 。 ま た、
離乳 時 ( 8 週 齢 )の 給 餌前 後 の イン ス リ ン 濃 度 が 低く 推 移 し 、離 乳後 ( 1 3 週 齢 )の給
餌前 の ア シル グ レ リン 濃 度 が高 く 推 移し た 。 グル コ ー スク ラ ン プ法 で は 、
M C FA - C a 給与 に よ るイ ン ス リン 感 受 性 へ の 影 響は 認 め られ な か った 。以 上 より 、
乳用 種 の 離乳 期 お よび 育 成 期 に お け る M C FA - C a 給 与 は 、離 乳 時 のイ ン ス リン
分泌 の 抑 制と 離 乳 後の ア シ ルグ レ リ ン分 泌 の 促進 に よ り異 化 を 亢進 し 、 離乳 後
の発 育 を 向上 さ せ る可 能 性 が示 さ れ た。  
第 4 章 で は、 交 雑 種の 離 乳 期お よ び 育成 期 に おけ る 長 鎖脂 肪 酸 カル シ ウ ム
( L C FA - C a )給 与 が発 育お よ び 栄養 代 謝 に及 ぼ す 影響 に つ いて 検 討 した 。 供 試牛
は生 後 9 4 日 齢 で離 乳し た 。 試験 期 間 は 離 乳 2 8 日 前 から 1 0 4 日後 ま で とし 、 配
合飼 料 を 7 0 %含む 育成 用 T M R を 上限 7 . 9 k g ま で 給 与し た 。 L C FA - C a 区 に は
L C FA - C a を 1 日 1 頭 2 5 g 給 与し た 。その 結 果 、 L C FA - C a 給 与に よ る 飼料 摂 取量
およ び 発 育へ の 影 響は 認 め られ な か った 。 血 漿代 謝 産 物濃 度 に つい て は 、
L C FA - C a 給与 に よ り離 乳 後 の総 コ レ ステ ロ ー ルお よ び 総ケ ト ン 体 が 高 く 推移 し
た。血 漿代 謝 ホ ル モン 濃 度 につ い て は、 L C FA - C a 給与 によ り ア シル グ レ リン が
低く 推 移 し、 離 乳 後の I G F - 1 が低 く 、イ ン ス リン が 高 く推 移 し た。 以 上 より 、
交雑 種 の 離乳 期 お よび 育 成 期に お け る L C FA - C a 給与 は 、離 乳 前後 の ア シル グレ
リン 分 泌 の抑 制 と 離乳 後 の イン ス リ ン分 泌 の 促進 に よ り、 同 化 を亢 進 す る可 能
性が 示 さ れた 。  
本研 究 よ り、 離 乳 期お よ び 育成 期 子 ウシ へ の 脂肪 酸 カ ルシ ウ ム 給与 が 発 育や
血漿 代 謝 産物 濃 度 に及 ぼ す 影響 は 、 哺乳 期 間 や離 乳 後 の給 餌 体 系に よ り 異な る
こと が 示 され た 。 一方 で 、 代謝 ホ ル モン 分 泌 に及 ぼ す 影響 は 脂 肪酸 に よ って 異
なり 、M C FA - C a は 異化 を 、L C FA - C a は同 化 を 亢進 す る こと が 示 唆さ れ た 。これ
らの 結 果 は 、 離 乳 期お よ び 育成 期 子 ウシ へ の M C FA - C a が、 そ の 後の 生 産 性を
向上 さ せ る可 能 性 を示 唆 し てい る 。今 後、M C FA - C a の適 切な 給 与 量や 給 与 期間
およ び 費 用対 効 果 を検 証 し、よ り 実用 的な 活 用 法が 確 立 する こ と が期 待 さ れる 。 
